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cCxxCbBxxBaAxxA  )(,)(,)( とすると 

     2222222
)(2)()()( baxBbAaxBAxBxA   

   2222
2)( cCcxxCxC   

 

     222
)()()( xCxBxA  が成り立つとき 

 222 CBA   ──① CcBbAa   ──② 222 cba   ──③ 

①より  sin,cos CBCA  とおけて、③より  sin,cos cbca  とおける。②に代入すると 

 CcCcCcCcBbAa  )cos(sinsincoscos   

   01)cos(  Cc  

 

ここで、 )(),(),( xCxBxA は一次式であるから、 0,0,0  CBA であり、 0sin,0cos   である。 

0c のとき 0 ba  

 sin)(sin)(,cos)(cos)( xCCxxBxCCxxA  であり、ともに )(xC の定数倍である。 

0c のとき 1)cos(    n2   n2  

これより、  sin)2sin(sin,cos)2cos(cos  nn であるから、 

 sin)(sin)()(,cos)(cos)()( xCcCxxBxCcCxxA  であり、ともに )(xC の定数倍である。 

 

以上により示された。(証明終) 


